
(単位：千円)

普通会計 連結 連単倍率 普通会計 連結 連単倍率
資産 133,435,838 249,827,764 1.87 負債 47,077,821 112,356,894 2.39
公共資産 117,751,785 229,102,621 1.95 固定負債 42,450,268 102,315,035 2.41
投資等 10,099,940 10,018,450 0.99 流動負債 4,627,553 10,041,859 2.17
流動資産 5,584,113 10,706,693 1.92
うち資金 755,158 3,702,802 4.90 純資産 86,358,017 137,470,870 1.59

133,435,838 249,827,764 1.87 133,435,838 249,827,764 1.87

(単位：千円) (単位：千円)
普通会計 連結 連単倍率 普通会計 連結 連単倍率

262,609 3,700,218 14.09 84,590,833 134,917,398 1.59
当期資金収支額 492,549 2,584 0.01 当期変動額 1,767,184 2,553,472 1.44
経常的収支 6,931,842 7,402,605 1.07 純経常行政コスト ▲ 25,873,499 ▲ 35,177,924 1.36
公共資産整備収支 ▲ 1,844,033 588,400 ▲ 0.32 一般財源・補助金等 27,580,917 37,673,150 1.37
投資・財務的収支 ▲ 4,595,260 ▲ 7,988,421 1.74 その他 59,766 58,246 0.97

755,158 3,702,802 4.90 86,358,017 137,470,870 1.59

普通会計 連結
・市民1人あたりの資産 １６４．０万円 ３０７．１万円 (単位：千円)
・市民1人あたりの負債 ５７．９万円 １３８．１万円 普通会計 連結 連単倍率
・市民1人あたりの経常行政コスト ３３．６万円 ６４．５万円 27,360,766 52,501,256 1.92

(H21.3.31住基人口：81,345人) 人にかかるコスト 6,789,060 9,326,315 1.37
・純資産比率(企業会計の自己資本比率に相当) 物にかかるコスト 6,789,912 13,804,471 2.03

６４．７％ ５５．０％ 移転支出的なコスト 13,151,696 26,613,135 2.02
・歳入額対資産比率(歳入額何年分の資産規模か) その他コスト 630,098 2,757,335 4.38

４．１年分 ３．８年分 1,487,267 17,323,332 11.65
・将来世代負担比率(社会資本整備の将来世代負担割合)

３３．４％ ４５．１％ （Ａ）－（Ｂ）
25,873,499

たつの市がこれまでに形成した資産と、その資産取得のための財源内訳(負債・純資産)を表します。このうち、地方債や退職手当引当金等の負債は将来世代が
今後支払っていく債務で、純資産はこれまでの世代が既に支払済の正味の資産です。

1年間の現金収支を経常的収支(行政サービス)、公共資産整備収支(資産
形成)、投資・財務的収支(出資、地方債償還等)の３区分で表します。

貸借対照表の純資産の部が、1年間にどのような要因で変動したかを表しま
す。

ごみ収集や福祉サービスなど、資産形成につながらない行政サービスについ
て、１年間のコストとその財源のフロー情報を表します。

合計合計
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純経常行政コスト

経常行政コスト（Ａ）

経常収益（Ｂ）

純資産/総資産 ＝

負債の部

純資産の部

資産の部

◇資金収支計算書 ◇純資産変動計算書

35,177,924

◇貸借対照表

○平成20年度たつの市財務諸表の特徴

地方債/公共資産 ＝

◇行政コスト計算書

19年度末純資産残高

20年度末純資産残高

19年度末資金残高

20年度末資金残高

資産/収入 ＝


